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県
立
田
島
高
等
学
校
が
創
立
百
周

年
を
迎
え
、
10
月
８
日
、
御
蔵
入
交

流
館
で
記
念
式
典
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

田
島
高
校
は
１
９
１
１
年
（
明
治
44

年
）
に
田
島
町
立
田
島
実
業
補
習
学

校
（
本
科
、
裁
縫
科
）
と
し
て
創
設

さ
れ
て
か
ら
１
世
紀
、
南
会
津
地
域

の
高
等
教
育
の
拠
点
と
し
て
、
農
林

業
を
は
じ
め
文
化
や
経
済
な
ど
地
域

の
発
展
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て

き
ま
し
た
。

　

明
治
44
年
に
町
立
田
島
実
業
補
修

学
校
と
し
て
創
設
さ
れ
た
田
島
高
校

は
、
昭
和
９
年
に
県
に
移
管
さ
れ
、

校
地
が
現
在
の
田
部
原
地
区
に
設
定

さ
れ
ま
し
た
。
同
年
10
月
11
日
に
校

舎
建
築
地
鎮
祭
が
行
わ
れ
、
こ
の
日

が
創
立
記
念
日
に
定
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

町
立
田
島
公
民
実
業
学
校
、
県
立

田
島
高
等
公
民
学
校
、
県
立
田
島
農

林
学
校
な
ど
校
名
を
変
更
し
な
が
ら
、

昭
和
23
年
に
現
在
の
県
立
田
島
高
等

学
校
に
改
称
さ
れ
、
農
業
、
林
業
、
家

庭
、
普
通
の
４
科
が
設
置
さ
れ
ま
し

た
。
そ
の
後
時
代
の
変
化
等
に
応
じ

て
学
科
の
再
編
を
行
い
、
平
成
15
年

３
月
に
は
、
農
林
科
の
最
後
の
生
徒

が
卒
業
し
、
田
島
高
校
は
完
全
な
普

通
科
高
校
と
な
り
ま
し
た
。

　

校
是
の
「
知
性
・
敬
愛
・
勤
労
」
の

精
神
は
、
先
輩
か
ら
後
輩
へ
と
脈
々

と
受
け
継
が
れ
、
生
徒
た
ち
は
学
業

ば
か
り
で
な
く
、
部
活
動
や
委
員
会

創
立
百
周
年

福
島
県
立
田
島
高
等
学
校

活
動
、
さ
ら
に
は
校
外
で
の
地
域
活

動
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
の
活
動
に

積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

校
外
で
の
地
域
活
動
で
は
、
一
人

暮
ら
し
高
齢
者
世
帯
な
ど
の
除
雪
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
や
河
川
の
水
質
調
査
・
水

質
浄
化
活
動
な
ど
、
地
域
に
大
き
く

貢
献
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
17
年
度
か
ら
は
、
多
様
化
す
る

生
徒
の
ニ
ー
ズ
な
ど
に
対
応
す
る
た

め
、
田
島
高
校
と
田
島
・
荒
海
・
檜

沢
中
が
連
携
し
て
田
島
地
区
中
高
一

貫
教
育
を
進
め
て
お
り
、
中
高
の
教

員
が
交
互
に
出
向
い
て
授
業
を
行
う

交
流
授
業
な
ど
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
田
島
高
校
は
、
生
徒
の
進

路
希
望
な
ど
に
対
応
す
る
た
め
、
教

育
課
程
に
コ
ー
ス
制
を
取
り
入
れ
、
普

通
科
校
で
あ
り
な
が
ら
多
様
な
進
路
に
対

応
し
た
教
育
を
推
進
し
て
い
ま
す
。
現

在
は
、
進
学
、
教
養
、
環
境
科
学
、

情
報
会
計
の
４
コ
ー
ス
体
制
で
、
生

徒
は
そ
れ
ぞ
れ
の
進
路
希
望
な
ど
に

応
じ
て
コ
ー
ス
を
選
択
し
、
勉
学
に

励
ん
で
い
ま
す
。

　

教
育
目
標
に
「
豊
か
な
教
養
を
も

つ
主
体
性
の
あ
る
人
間
の
育
成
」「
思

い
や
り
の
あ
る
心
豊
か
な
人
間
の
育

成
」「
心
身
と
も
に
健
康
な
た
く
ま
し

い
人
間
の
育
成
」
を
掲
げ
る
田
島
高

校
か
ら
は
、
佐
藤
雄
平
福
島
県
知
事

を
は
じ
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
に
多

数
の
人
材
が
輩
出
さ
れ
て
い
ま
す
。

祝 辞 南会津町長

大宅　宗吉

文武両道に励む田島高校

　学校、ＰＴＡ、同窓会の皆さま、そ
して地域の皆さま、創立百周年誠にお
めでとうございます。
　創立当時からの 100 年は、まさに
激動の時代であり、そのような中、

　

田
島
高
校
は
、
部
活
動
や
委
員

会
活
動
に
も
力
を
入
れ
て
お
り
、

生
徒
は
そ
れ
ぞ
れ
の
目
標
実
現
の

た
め
、
日
々
努
力
し
て
い
ま
す
。

　

特
に
レ
ス
リ
ン
グ
部
は
、
こ
れ

ま
で
に
全
国
高
校
総
体
や
国
体
の

優
勝
者
を
輩
出
す
る
な
ど
、
全
国

レ
ベ
ル
の
選
手
を
多
数
育
成
し
て

い
ま
す
。
今
年
の
県
高
校
総
体
で

も
団
体
で
36
回
目
の
優
勝
を
果
た

し
た
ほ
か
、
個
人
で
も
多
数
の
優

勝
者
を
出
し
ま
し
た
。

　

レ
ス
リ
ン
グ
以
外
の
競
技
で
も
田

島
高
は
活
躍
し
て
お
り
、
特
に
野
球

部
が
今
年
の
秋
季
東
北
地
区
高
校
野

球
県
大
会
で
ベ
ス
ト
４
に
入
る
活
躍

を
見
せ
た
の
は
記
憶
に
新
し
い
と
こ

ろ
で
す
。
３
年
前
も
同
大
会
で
ベ
ス

ト
４
に
入
り
、
第
81
回
選
抜
高
等

学
校
野
球
大
会
都
道
府
県
連
盟
推

薦
の
21
世
紀
枠
候
補
校
に
選
ば
れ

ま
し
た
。
冬
の
間
は
積
雪
で
思
う
よ

う
な
練
習
が
で
き
な
い
ハ
ン
デ
ィ
を

感
じ
さ
せ
な
い
活
躍
は
み
ん
な
に
勇

気
と
感
動
を
与
え
ま
し
た
。

　

文
武
両
道
に
励
む
田
島
高
生
は
、

学
習
や
部
活
動
に
大
い
に
励
み
、
学

校
生
活
を
謳
歌
し
て
い
ま
す
。

1911（明治 44）年　
　町立田島実業補修学校（本科、裁縫科）
として創設。

1923（大正 12）年　
　田島字後原に校舎を建設。町立田島公民
実業学校に改称。

1932（昭和 7）年　
　町立田島実業公民学校に改称。

1934（昭和 9）年　
　県に移管。県立田島高等公民学校に改称。
校地が田部原に決定し、10 月 11 日校舎建
築地鎮祭を挙行。

1935（昭和 10）年　
　校舎一部落成。男子部移転。

1937（昭和 12）年　
　県立田島農林高等学校に改称。

1948（昭和 23）年　
　県立田島農林高等学校に改称。農業科、
林業科、家庭科、普通科の４科設置。
　定時制高等学校を併設。荒海村に荒海分
校、楢原町に楢原分校を設置。

1949（昭和 24）年　
　女子部校舎落成。女子部移転。

1950（昭和 25）年　
　校旗を制定。

1953（昭和 28）年　
　校歌を制定。(草野心平作詞、伊藤翁介作曲)

1971（昭和 46）年　
　校舎改築第１期工事完成。鉄筋３階建てに。

1974（昭和 49）年　
　定時性課程最後の卒業式を挙行。

1982（昭和 57）年　
　全日制課程入学募集を農林科、家政科、
普通科とする。

1997（平成 9）年　
　全日制課程家政科を閉鎖。

2001（平成 13）年　
　２年次に、環境科学、スポーツ科学、生
活福祉、情報会計、教養、進学の６つのコー
スからいずれかを選択するコース制を導入。
（現在は、環境科学、情報会計、教養、進学
の４コース。）

2003（平成 15）年　
　全日制課程農林科を閉鎖。完全な普通科
高校となる。

2005（平成 17）年　
　田島地区連携型中高一貫教育を開始。

１世紀のあゆみ
知性　敬愛　勤労

福島県立田島高等学校

渡部監督の指導の下練習に励むレスリング部

校  是

学校関係者、卒業生、保護者そして地域の皆さまの熱意と努力
により幾多の困難を乗り越えられ、今日の発展に至っているこ
とに対して、敬意を表する次第です。
　田島高校は、平成 14 年度に農林科が廃止されるまで、特に
林業関係のスペシャリストを多く輩出し、地域の地場産業発展
の礎に寄与されました。近年、情報化、環境分野への関わりが
叫ばれる中、「情報会計コース」、「環境科学コース」を新設され、
時代のニーズにいち早く対応するなど、今後とも次代を担う優
秀な人材を育成されるものと大いに期待を寄せております。さ
らに、田島高等学校と南会津町立の３中学校では連携型の中高
一貫教育が行われ、中学校と高等学校の教員や生徒間の交流な
どを通して連携を深めることにより、主体的に学ぶ意欲の高揚
や豊かな人間性の育成など目指しております。

　現在、「知性、敬愛、勤労」という教育目標の下、主体性や

協調性を育み、自分の進路に合わせた専門的な知識を取得させ

るなど、実社会を意識した実践的なご指導をされており、地域

経済の発展を支える人材、さらには県内外で活躍する優秀な人

材を輩出していることに、地元町長として誠に喜ばしく感じる

とともに、厚く御礼申し上げる次第でございます。

　最後に、田島高等学校が限りない未来に向かって、さらに大

きく飛躍・発展していくことを、心よりご祈念申し上げます。
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南会津町人事行政の運営等の状況の公表に関する条例に基づき、職員の 任免や職員数、職員の給与、勤務条件の状況などをお知らせします。

職　種
第１次試験 第２次試験

試験日 受験者数 試験日 受験者数

大卒程度
（行政）

Ｈ22.7.25

19

Ｈ22.9.5

６

大卒程度
（建築）

0 －

資格免許職
（保育士）

10 4

資格免許職
（保健師）

5 4

高校卒程度
（一般）

Ｈ22.9.19 11 Ｈ22.11.6 4

①採用試験の実施状況（平成22年度）

歳出額（A) 人件費（B) 人件費率（B/A)

128億8,163万円 22億7,217万円 17.6％

①人件費と職員給与費の状況

　（ア）人件費の状況（平成22年度一般会計決算）

職員数
（A)

給与費 一人当たり給与費

（B/A）給料 職員手当 期末・勤勉手当 計（B)

269人 9億7,562万円 1億6,522万円 ３億5,294万円 14億9,378万円 555万円

区　分 平均給料月額 平均給与月額 平均年齢

一般行政職 330,324円 391,999円 44.2歳

区　分 採　用 初任給 経過年数
２年以上３年未満

経過年数
10年以上15年未満

経過年数
15年以上20年未満

経過年数
20年以上25年未満

一般行政職
大学卒 175,100円 188,900円 278,000円 317,200円 343,800円

高校卒 142,500円 149,700円 236,400円 290,900円 320,300円

区　分
採用者数
（Ａ）

退職者数
（Ｂ）

(A)－(B)

一般行政職 3 12 ▲9

保 育 士 2 ３ ▲1

保 健 師 １ ０ 1

技能労務職 ０ ３ ▲3

合 計 ６ 18 ▲12

②採用職員と退職職員

（注）採用者数は、平成23年４月１日付新規採用者、退職者は、

平成22年４月１日～平成23年３月31日の退職者を表します。

部　　門
職員数 対前年

増減数平成22年 平成23年

一
般
行
政

議 会 3 3 0

総 務 74 66 ▲8

税 務 21 18 ▲3

民 生 40 39 ▲1

衛 生 22 24 2

農林水産 30 31 1

商 工 15 16 1

土 木 19 18 ▲1

小　計 224 215 ▲9

特別
行政

教 育 46 45 ▲1

小計 46 45 ▲1 

公　営

企業等

水 道 5 5 0

下 水 道 2 2 0

そ の 他 11 10 ▲1

小　計 18 17 ▲1

合　　計 288 277 ▲11

③部門別職員数の状況

（注）公営企業等のその他の職員は、国民健康保険事業

および介護保険事業に関する職員です。（教育長を含む）

（単位：人）（単位：人）

（単位：人）

２ 職員の給与の状況

１ 職員の任免と職員数に関する状況

（注）人件費には、特別職に支給される給与、

　　　報酬を含みます。

　（イ）職員給与費の状況（平成22年度一般会計決算）

（注）職員手当には、

退職手当を含

みません。

②職員の平均給料月額、平均給与月額および平均年齢の状況（平成23年４月１日現在）

人事行政運営などの状況を公表します

（注）平均給与月額は、給与および職員手当（期末・

　　　勤勉手当および寒冷地手当を除きます）の合

　　　計額の平均月額です。

③職員の初任給と経験年数別・学歴別平均給料月額の状況（平成23年４月１日現在）

④給与実態調査区分による一般行政職の級別職員数の状況（平成23年４月１日現在）

区　分 １級 ２級 ３級 ４級 ５級 ６級

計標準的な
職務内容

主 事 副 主 査
係 長

主 査

課長補佐
室長補佐
主任主査

課　　長
室　　長
事務局長

参 　 事
支 所 長
課 　 長

職員数 17人 9人 101人 43人 22人 7人 199人

構成比 8.5％ 4.5％ 50.8％ 21.6％ 11.1％ 3.5％ 100.0％

（注）本町の給与条例に基づく、給与表の職務の級区分による職員数です。

　　標準的な職務内容とは、それぞれの級に該当する代表的な職務です。

⑤職員手当の状況（平成23年４月１日現在）

※は平成22年度支給実績

　（支給者の平均年額）

区　分 南会津町 国 区　分 南会津町 国

期
末
勤
勉
手
当

期末手当 勤勉手当 期末手当 勤勉手当 特 殊 勤 務 手 当 － －

６月期 1.225月分 0.675月分 1.225月分 0.675月分 時間外勤務手当 30万9千円／人 ※ －

12月期 1.325月分 0.675月分 1.375月分 0.675月分
扶 養 手 当

配偶者 13,000円／月
同左

合　計 2.55月分 1.35月分 2.60月分 1.35月分 その他 6,500円／月

退
職
手
当

支 給 率 自己都合 勧奨・定年 自己都合 勧奨・定年 住 居 手 当 25万3千円／人 ※ －

勤続20年 23.50月分 30.55月分

同左

通 勤 手 当 10万5千円／人 ※ －

勤続25年 33.50月分 41.34月分 管 理 職 手 当 39万8千円／人 ※ －

勤続35年 47.50月分 59.28月分

最高限度 59.28月分 59.28月分

区  分 給料・報酬月額 期末手当支給割合

町 長 556,500円

 6月期 1.40月分

12月期 1.50月分

   計 　2.90月分

副 町 長 572,400円

教 育 長 536,400円

議 長 314,000円

副 議 長 243,000円

常任委員 228,000円

議 員 220,000円

1週間の正規の勤務時間 38時間45分

1日の正規の勤務時間 7時間45分

開始時刻 8時30分　 有給休暇
平均取得日数

11.7日
終了時刻 17時15分　

休憩時間
12時00分～
13時00分　

有給休暇
取得率

30.0％

（注）有給休暇平均取得日数および有給休暇取得率は、平成22年

        1月1日から12月31日までのものです。

⑥特別職の報酬等の状況（平成22年4月1日現在） ３ 職員の勤務時間その他の勤務条件の状況

①一般職員の勤務時間の状況および有給休暇取得状況

②職員の休暇

休暇の種類 付与日数

年次有給休暇
1年に20日間付与され、20日を越え
ない範囲内の残日数は翌年に繰り越
し可能

主
な
特
別
休
暇

結婚休暇 7日以内

産前産後休暇 産前８週間、出産後８週間

妻の出産休暇 2日以内

育児時間休暇 1日30分以内２回（男女とも）

ボランティア休暇 5日以内

子の看護休暇 5日以内（２人以上の場合10日以内）

忌引休暇 続柄により１～ 10日

夏季休暇 5日以内

４ 職員の分限処分と懲戒処分の状況

　平成22年度中の、職員の分限処分･･･２名（休職）

　平成22年度中の、職員の懲戒処分･･･なし

５ 職員の服務の状況

■平成22年度中の育児休業取得職員･･･７名
■平成22年度中の介護休暇取得職員･･･なし

職務専念義務免除

承認件数 99件

免除事由 各種健診の受診、体育大会役員など

営利企業等従事許可

承認件数 なし

６ 職員の研修と勤務成績の評定の状況

①研修開催状況（平成22年度）

件  数 参加者数

23 件 48 人

②勤務成績の評定の状況

　各職員の年１回昇給時期に勤務成績の評定を行って

います。今後は、組織的・効率的な業務遂行の推進や

組織の活性化のために、職員の能力開発および人材育

成を図る新たな人事評価制度の導入が必要とされてお

り、制度導入に向け準備を進めています。

７ 職員の福祉と利益の保護の状況

①職員の健康の保持増進対策（平成22年度）

種  類 受診者数

生活習慣病検診 198人

人間ドック 57人

その他の検診 63人

②公務災害等の発生状況

　平成22年度における公務災害･･･１名

８ 勤務条件に関する措置の要求の状況 ※1

　平成22年度中の措置要求･･･なし

９ 不利益処分に関する不服申立ての状況 ※2

　平成22年度中の不服申立て･･･４件

※1 勤務条件に関する措置の要求とは、職員が給与、勤務時間その他の勤務条件に関し、公平委員会に対して、地方公共
団体の当局により適当な措置が取られるべきことを要求することができる制度です。　

※2 不利益処分は、職員の地位又はその身分の取り扱いに関しての意に反して行う不利益な処分のことで、この処分に対
する不服申立ては、処分があったことを知った日の翌日から起算して60日以内にしなければなりません。
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熱戦を繰り広げる少年剣士講師の赤坂憲雄先生

一斉にコースに飛び出す参加者教育長に報告書を手渡す守る会の役員

打ちたてのそばを堪能する来場者前沢集落を見学する研修会参加者

鮎の塩焼きにかぶりつく子ども最後ののぼり坂を進む参加者

第32回伊南武道館少年剣道大会震災復興講演会「福島県自然エネルギー特区構想について」

第１回南会津町ふるさと健康マラソン大会駒止湿原調査報告書進呈

第３回南会津新そばまつり文化財保護指導者研修会

伊南川古町温泉あゆまつりママチャリ５時間耐久レースin南会津

　１０月１日と２日の２日間にわたり、『第32回南会津町
伊南武道館少年剣道大会』が、伊南地域交流センターと伊
南武道館で行われ、県内外の少年剣士延べ９６５名が団体
戦と個人戦で優勝目指して熱戦を繰り広げました。　
　東日本大震災で甚大な被害を受け、原発事故により避難
を余儀なくされている相双地区からも多くのチームが参加
し、元気いっぱい試合に臨みました。小学女子団体で優勝
した富岡町少年剣道団のメンバーは、現在、県内外にばら
ばらに避難しており、優勝もさることながら、久々に同じ
チームで戦えたことがとてもうれしかったそうです。

　１０月１４日、町主催の震災復興講演会が、福島県立博
物館館長で東日本震災復興構想会議委員の赤坂憲雄先生を
講師にお迎えして行われ、約１００人が聴講しました。
　赤坂先生は、福島県の復興には、原発事故による放射能
汚染の除去と長期の医療支援が必要だと話されました。
　また、震災前は原発の反対派でも推進派でもなかった赤
坂先生は、東日本大震災の原発事故で福島県民が苦しんで
いるのを目の当たりにして「福島県に原発はいらない」と
確信され、それぞれの地域にあわせて小さな規模から取り
組める自然エネルギーの可能性なども話されました。

　１０月１６日、マラソンには絶好のコンディションの中、
『第１回南会津町ふるさと健康マラソン大会』が舘岩地域
で開催されました。
　舘岩地域で小中学校時代を過ごし、ボストンマラソン優
勝などの成績を残したゴーマン美智子さんの功績をたたえ
ることなどを目的に、旧舘岩村で２５年前に始まった「ゴ
ーマン杯ふるさと健康マラソン大会」から名称が変わって
初めての大会となる今回の大会には、県内外から１７部門
に７６８人がエントリー。参加者は思い思いのペースで紅
葉で色づき始めた舘岩路を駆け抜けました。

　南会津町の湿原を守る会（室井英彦会長）は、福島大学
の協力を得ながら、一昨年度から駒止湿原の昆虫や動物の
調査を実施し、このほど報告書を作成しました。
　守る会は、以前、同湿原の植物調査を行いましたが、あ
れだけの湿原を形成するには昆虫の果たす役割も大きいは
ずと、今回生物の調査を実施。２３４種類の昆虫が生息し
ていることを確認しました。
　守る会は、調査結果を自然学習の資料などに役立ててほ
しいと、小中学校や図書館などに報告書を寄贈するため、
町教育委員会を訪れて五十嵐教育長に手渡しました。

　南会津そば振興協議会主催の『第３回南会津新そばまつ
り』が、１０月９日と１０日の両日、御蔵入交流館の駐車
場でで開催され、町内のそば愛好会のほか、南会津郡内外
から８店舗の出店があり、来場者はそれぞれ特色のあるそ
ばを楽しみました。
　２日間とも天候にも恵まれ、県内外から多くのそばファ
ンが訪れ、打ちたてのそばに舌鼓を打ちました。
　今年は、昨年を大きく上回る約８，０００食のそばが、
２日間で提供されました。

　９月２１～２２日、福島県文化財保護指導者研修会が南
会津町で開催され、県内の文化財保護審議会委員や自治体
職員らが文化財の保護や活用について見識を深めました。
　初日の基調講演や事例報告に続き、２日目は県指定史跡
の久川城、奥会津博物館、今年６月に国の伝統的建造物群
保存地区に選定された前沢曲家集落の現地視察が行われま
した。前沢曲家集落の現地研修では、前沢集落の住民の方々
の説明を受けながら前沢曲家資料館などを見学したほか、
前沢集落の歴史や曲家の構造の特徴など学んでいました。

　１０月１６日、古町温泉赤岩荘周辺の特設会場で、『伊
南川古町温泉あゆまつり』が開催され、鮎の塩焼きやまい
たけとキビの入ったふかしご飯などの『鮎定食』のほか、
手打ちそばや山菜おこわなど、来場者は南会津の秋の味覚
を堪能しました。
　７月の記録的な豪雨の影響で、関係者は鮎の確保に苦慮
されましたが、伊南川の鮎を目当てに来るお客さんのため
に、例年よりは少ないものの何とか５００匹の鮎を準備。
買い求めたお客さんが、会場のあちらこちらでおいしそう
に鮎の塩焼きをほおばっていました。

　１０月１日、たかつえスキー場スキーセンタースペーシ
ア前をスタートゴールとする１周約５．６キロの特設会場
で、『ママチャリ５時間耐久レースin南会津』が開催され、
県内外からエントリーした１７チームの選手が、大自然の
中でのレースを楽しみました。
　この大会は、１台の自転車で交代しながら５時間走り続
け、トータルの周回数を競うもので、通常この種の大会は、
サーキット場のようなあまり高低差のないところで行われ
ますが、今回のコースは起伏の激しいコースで、参加者は
全力で難コースに挑んでいました。
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≪５年男子≫≪６年男子≫

≪５年女子≫≪６年女子≫

種　目 優　勝 準優勝 第３位 第４位 第５位 第６位

100ｍ 猪股  祐哉
（荒海） 14”74 湯田  貴成

（田島二） 14”82 芳賀  俊平
（伊南） 15”10 渡部  悠杜

（田島） 15”62 楠　 颯太
（田島） 16”37 橋本  晃大

（田島） 16”52

80ｍ障害 早山  凌生
（舘岩） 16”30 中丸  瑠偉

（南郷一） 16”42 目黒  冬馬
（南郷二） 17”57 荒川  元気

（田島） 17”92 平野  壮太
（檜枝岐） 18”79 五十嵐太一

（南郷一） 19”17

走り幅跳 馬場  琉斗
（伊南）

3㍍
98㌢

橋本  龍大
（田島）

3㍍
48㌢

星  潤次郎
（針生）

3㍍
48㌢

岩渕  龍希
（南郷二）

3㍍
37㌢

山田  莉久
（田島二）

3㍍
23㌢

渡辺  聖南
（田島）

3㍍
19㌢

走り高跳 髙橋  一葉
（荒海）

1㍍
05㌢

渡部  瑞基
（田島二）

1㍍
00㌢

佐藤　 錬
（田島）

1㍍
00㌢

平野　 龍
（田島）

1㍍
00㌢

五十嵐聖悟
（南郷二） 95㌢

1000ｍ 渡部  敢太
（田島）

3’32”
87

渡部  智貴
（荒海）

3’34”
75

中丸  雄哉
（南郷二）

3’41”
14

五十嵐寛人
（南郷二）

3’42”
54

菊地  修斗
（舘岩）

3’49”
64

芳賀  威吹
（南郷一）

3’52”
15

ソフトボ
ール投げ

大竹  捷仁
（南郷一）

49㍍
40㌢

湯田  壮真
（田島二）

47㍍
53㌢

芳賀  祥貴
（舘岩）

45㍍
83㌢

阿久津光太郎
（田島）

42㍍
56㌢

星　 佳明
（針生）

38㍍
18㌢

室井  啓人
（荒海）

37㍍
93㌢

400ｍ
リレー 田島小 1’01”

32 伊南小 1’01”
65 荒海小 1’01”

76 田島二小 1’02”
61 南郷二小 1’04”

40 舘岩小 1’08”
80

種　目 優　勝 準優勝 第３位 第４位 第５位 第６位

100ｍ 村上  朋也
（荒海） 13”83 滝沢  和也

（田島） 15”23 室井  拓弥
（田島二） 15”33 星　 昇吾

（檜枝岐） 15”43 星  隆之介
（舘岩） 16”17 平野  魁人

（伊南） 17”04

80ｍ障害 馬場  遥己
（伊南） 16”18 梅宮　  優

（田島） 16”59 栗城  斗真
（田島） 16”65 森　　涼

（南郷二） 16”66 大竹健太朗
（田島二） 16”90 渡部  悠大

（田島二） 17”24

走り幅跳 渡部  雄飛
（田島）

3㍍
80㌢

星　 智也
（檜枝岐）

3㍍
74㌢

髙橋　 楓
（荒海）

3㍍
54㌢

服部　 圭
（檜沢）

3㍍
48㌢

星　　学
（舘岩）

3㍍
48㌢

馬場  博崇
（南郷一）

3㍍
46㌢

走り高跳 湯田  大登
（田島）

1㍍
20㌢

渡部  優也
（田島）

1㍍
17㌢

栗原  弘太
（荒海）

1㍍
17㌢

近藤  壮真
（田島）

1㍍
14㌢

星  蔵之介
（檜枝岐）

1㍍
11㌢

猪股  柊弥
（田島二）

1㍍
08㌢

1000ｍ 岩堀  勇樹
（舘岩）

3’35”
05

室井  僚斗
（田島）

3’37”
79

五十嵐啓祐
（南郷二）

3’40”
70

星　 有人
（田島）

3’40”
91

星　 武斗
（伊南）

3’45”
29

湯田  拓夢
（荒海）

3’55”
44

ソフトボ
ール投げ

穴澤  元気
（田島）

61㍍
62㌢

橘　 滉大
（檜枝岐）

51㍍
20㌢

星　 一樹
（荒海）

48㍍
25㌢

渡部  啓大
（田島二）

43㍍
18㌢

渡部  研吾
（田島）

41㍍
36㌢

桑澤  英大
（伊南）

37㍍
50㌢

400ｍ
リレー 田島小 57”21 荒海小 57”86 檜枝岐小 1’00”

35 田島二小 1’01”
29 南郷二小 1’04”

05 南郷一小 1’04”
70

種　目 優　勝 準優勝 第３位 第４位 第５位 第６位

100ｍ 中村  美涼
（田島） 14”94 星　 彩乃

（針生） 16”63 星　 伶奈
（荒海） 16”74 酒井奈々美

（南郷一） 16”81 大竹  月菜
（田島二） 17”60 渡部  未来

（南郷二） 18”15

80ｍ障害 橘　　澪
（檜枝岐） 17”34 大塚  彩雲

（南郷一） 17”38 湯田  紗那
（田島二） 18”86 長沼  由珠

（檜沢） 18”99 大内  柚香
（舘岩） 19”24 星  ひかる

（針生） 19”42

走り幅跳 齋藤  千聖
（南郷二）

3㍍
56㌢

馬場  理奈
（伊南）

3㍍
44㌢

草野  琳那
（檜沢）

3㍍
34㌢

平野  里緒
（檜枝岐）

3㍍
33㌢

中山  真奈
（田島二）

3㍍
19㌢

森　リタ
（田島）

2㍍
97㌢

走り高跳 相原永里菜
（田島）

1㍍
15㌢

大竹  夢叶
（南郷一）

1㍍
06㌢

高倉  里乃
（荒海）

1㍍
00㌢

生亀薫玲葉
（田島） 95㌢

800ｍ 湯田真樹子
（田島）

2’59”
25

大竹  未来
（田島二）

3’01”
96

梁取  はな
（南郷一）

3’03”
05

仲川  愛結
（荒海）

3’03”
97

室井  小春
（田島）

3’09”
81

佐藤  侑未
（檜沢）

3’13”
16

ソフトボ
ール投げ

栗橋未沙音
（田島二）

39㍍
53㌢

星　 夏希
（田島）

36㍍
96㌢

星　 結奈
（田島）

33㍍
33㌢

若山菜々子
（檜枝岐）

32㍍
37㌢

星　 綾明
（檜沢）

30㍍
08㌢

室井  梨那
（田島）

27㍍
35㌢

400ｍ
リレー 田島小 1’03”

63 南郷二小 1’07”
02 檜沢小 1’07”

33 田島二小 1’07”
81 舘岩小 1’07”

94 荒海小 1’10”
64

種　目 優　勝 準優勝 第３位 第４位 第５位 第６位

100ｍ 渡部  真奈
（荒海） 15”17 目黒  真悠

（田島） 15”70 鈴木  美緒
（南郷一） 16”00 星　 涼音

（南郷一） 16”46 渡部  百香
（田島） 17”00 君島  姫奈

（田島） 17”39

80ｍ障害 齋藤  文加
（南郷二） 15”74 平野  千秋

（檜枝岐） 16”17 猪狩  六花
（田島） 16”93 五十嵐紗彩

（荒海） 17”23 五十嵐ひかる
（南郷一） 17”32 佐藤  朱里

（田島） 17”40

走り幅跳 山内  未来
（伊南）

3㍍
62㌢

渡辺  優南
（田島）

3㍍
55㌢

原田  夏帆
（荒海）

3㍍
31㌢

馬場  萌希
（南郷一）

3㍍
15㌢

星  恵理奈
（田島）

3㍍
01㌢

星　  沙良
（田島）

2㍍
75㌢

走り高跳 佐藤  奈菜
（舘岩）

1㍍
15㌢

湯田のぞみ
（舘岩）

1㍍
09㌢

遠藤  礼乃
（田島）

1㍍
06㌢

廣野  楓花
（田島）

1㍍
00㌢

湯田　 萌
（檜沢） 95㌢ 星　 有美

（檜枝岐） 95㌢

800ｍ 五十嵐  蛍
（南郷二）

2’51”
57

室井  亜美
（田島）

2’52”
79

林　 愛香
（伊南）

2’54”
89

馬場  海羽
（南郷一）

2’56”
98

星　 朱音
（荒海）

3’10”
19

星　 奈都
（舘岩）

3’14”
58

ソフトボ
ール投げ

室井  朋花
（檜沢）

47㍍
94㌢

湯田美沙季
（田島二）

44㍍
48㌢

星　 秀佳
（針生）

41㍍
13㌢

渡部  麻菜
（田島）

37㍍
05㌢

平野  真衣
（南郷一）

22㍍
97㌢

大河原  心
（舘岩）

17㍍
84㌢

400ｍ
リレー 田島小 1’01”

87 荒海小 1’02”
93 南郷一小 1’05”

24 伊南小 1’05”
95 南郷二小 1’06”

53 舘岩小 失格

南会津町小学校陸上競技大会
　９月２９日、第６回南会津町小学校陸上競技
大会が、びわのかげ運動公園多目的競技場で行
われ、町内の９小学校と檜枝岐小学校の５，６年
生約 320 人が参加し、100㍍や 80㍍障害、400
㍍リレーなどの競技で熱戦を繰り広げました。

　この大会は、子どもたちの健康増進と競技力向
上を目的として始まり、今年で６回目を数えまし
た。
　子どもたちはそれぞれの目標に向かって、最後
まで精一杯競技しました。

５年女子100メートル６年男子1000メートル

５年男子100メートル ６年男子80メートル障害６年女子800メートル
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給
付
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
詳
し
く

は
会
津
労
働
基
準
監
督
署
ま
た
は
福
島
労
働

局
労
災
補
償
課
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

会
津
労
働
基
準
監
督
署

　

０
２
４
２
（
２
６
）
６
４
９
４

　

福
島
労
働
局
労
働
基
準
部
労
災
補
償
課

　

０
２
４
（
５
３
６
）
４
６
０
５

　

東
北
税
理
士
会
田
島
支
部
で
は
「
平
成
23

年
７
月
新
潟
・
福
島
豪
雨
」
に
よ
り
被
害
を

受
け
ら
れ
た
方
を
対
象
と
し
た
、
税
金
に
関

す
る
無
料
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

今
回
の
豪
雨
災
害
に
よ
り
住
宅
や
家
財
な

ど
に
被
害
を
受
け
ら
れ
た
方
に
対
す
る
、
所

得
税
の
軽
減
措
置
の
適
用
要
件
や
お
手
続
き

な
ど
に
つ
い
て
、
専
門
の
税
理
士
が
相
談
に

応
じ
ま
す
。

　

な
お
、
本
相
談
会
は
事
前
予
約
制
と
な
っ

て
お
り
ま
す
の
で
、
東
北
税
理
士
会
福
島
県

支
部
連
合
会
に
電
話
で
予
約
し
て
く
だ
さ
い
。

　

平
成
23
年
11
月
26
日
（
土
）

　

午
前
10
時
～
午
後
４
時

　

只
見
町
朝
日
地
区
セ
ン
タ
ー

　
（
只
見
町
大
字
黒
谷
字
舘
６
５
８
）

■
相
談
員

　

渡
部
正
晴
税
理
士
、
酒
井
竹
男
税
理
士
、　

　

宍
戸
惠
子
税
理
士
、
星　

英
司
税
理
士

　

東
北
税
理
士
会
福
島
県
支
部
連
合
会

　

０
２
４
（
５
３
４
）
３
９
０
７

　

町
は
、
創
業
・
事
業
拡
大
に
伴
い
、
新
規

に
町
民
を
１
人
以
上
正
規
雇
用
す
る
企
業
に
、

施
設
整
備
費
及
び
雇
用
奨
励
費
を
支
援
し
て

い
ま
す
。

　

10
月
末
現
在
、
13
件
、
12
企
業
を
補
助
対

象
企
業
と
し
て
指
定
し
、
19
人
の
新
規
雇
用

が
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

■
補
助
対
象
企
業

　

創
業
・
事
業
拡
大
等
に
伴
い
、
平
成
23
年

　

4
月
1
日
以
降
、
新
規
に
町
民
を
１
人
以

　

上
正
規
雇
用
し
、
か
つ
、
次
に
定
め
る
企

　

業
で
あ
っ
て
、
申
請
に
基
づ
き
町
が
審
査

　

し
、
指
定
を
受
け
た
企
業
と
し
ま
す
。

①
施
設
補
助
型
企
業　

　

拠
点
を
本
町
に
有
し
、　

従
業
員
が
主
に
町

　

民
で
あ
る
南
会
津
町
商
工
会
会
員
の
企
業

　
（
公
的
団
体
等
を
除
く
。）

②
雇
用
奨
励
型
企
業　

 

　

製
造
業
を
営
む
企
業

　

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

自
衛
隊
福
島
地
方
協
力
本
部　

会
津
若
松

　

出
張
所　

　

０
２
４
２
（
２
７
）
６
７
２
４

　

http://w
w

w
.m

od.go.jp/gsdf/

　

jieikanbosyu/

　

厚
生
労
働
省
で
は
、
11
月
を
「
労
働
時
間

適
正
化
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
期
間
と
し
、
労
使
を

は
じ
め
と
す
る
関
係
者
に
対
し
て
、
労
働
時

間
適
正
化
を
図
る
よ
う
周
知
・
啓
発
等
を
行

う
と
と
も
に
、
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
一
環
と
し

て
、
厚
生
労
働
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
お
い
て

職
場
の
労
働
時
間
に
関
す
る
情
報
を
受
け
付

け
て
い
ま
す
。

■
期
間

　
平
成
23
年
11
月
1
日
（
火
）
～
平
成
23
年

　

11
月
30
日
（
水
）

　

http://w
w

w.m
hlw.go.jp/bunya/　

　

　

roudoukijun/cam
paign.htm

l

　

福
島
労
働
局
労
働
基
準
部
監
督
課

　

０
２
４
（
５
３
６
）
４
６
０
２

　

社
員
や
パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
等
の
従
業
員
の

方
が
、
仕
事
中
ま
た
は
通
勤
途
中
に
東
日
本

大
震
災
に
よ
り
け
が
や
死
亡
し
た
場
合
、
ご

本
人
や
ご
家
族
の
方
は
、
労
災
保
険
か
ら
の

を
左
記
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。

　

平
成
23
年
11
月
29
日
（
火
）

　

午
後
１
時
30
分
～
午
後
４
時

　

会
津
ア
ピ
オ
ス
ペ
ー
ス 

展
示
ホ
ー
ル

　
（
会
津
若
松
市
イ
ン
タ
ー
西
90
）

■
参
加
予
定
企
業
数

　
約
25
社
（
予
定
）

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
会
津
若
松 

専
門
援
助
部
門

　

０
２
４
２
（
２
６
）
３
３
３
３

　

陸
上
自
衛
隊
で
は
、
高
等
工
科
学
校
の
生

徒
を
左
記
に
よ
り
募
集
し
て
い
ま
す
。

■
受
付
期
間

　

平
成
23
年
11
月
1
日
（
火
）
～
平
成
24
年

　

1
月
６
日
（
金
）
ま
で　
　

■
採
用
予
定
数　
　

約
２
６
０
名

■
応
募
資
格　
　

　

平
成
24
年
4
月
1
日
現
在
、
15
才
以
上
17

　

才
未
満
（
平
成
７
年
4
月
2
日
～
平
成
９

　

年
4
月
1
日
生
ま
れ
）
の
男
子
で
、
中
学

　

校
卒
業
者
（
平
成
24
年
3
月
に
中
学
校
卒

　

業
見
込
を
含
む
）

　

試
験
日　
　

①
第
1
次
試
験　

　

平
成
24
年
1
月
14
日
（
土
）

②
第
2
次
試
験　
　

　

平
成
24
年
１
月
28
日
（
土
）
～
31
日
（
火
）

　

ま
で
の
間
の
1
日

■
そ
の
他　
　

　

受
験
料
は
無
料
で
す
。

　

詳
し
く
は
、
自
衛
官
募
集
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

南
会
津
町
選
挙
管
理
委
員
会
（
本
庁
総
務

　

課
内
）

　

０
２
４
１
（
６
２
）
６
１
０
０

　　　

子
ど
も
ゆ
め
基
金
で
は
、
来
年
度
の
助
成

金
の
募
集
を
開
始
し
ま
し
た
。

　

こ
の
基
金
は
、
未
来
を
担
う
夢
を
持
っ
た

子
ど
も
の
健
全
育
成
を
進
め
る
た
め
、
自
然

に
触
れ
親
し
む
活
動
、
科
学
体
験
活
動
、
異

年
齢
間
の
交
流
促
進
活
動
、
読
書
活
動
な
ど
、

地
域
の
団
体
が
実
施
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
体
験

活
動
や
特
色
あ
る
新
た
な
取
り
組
み
へ
の
支

援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

募
集
案
内
な
ど
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
募
集
期
間
は
12
月
５
日
ま
で
と
な

っ
て
い
ま
す
。

　

独
立
行
政
法
人 

国
立
青
少
年
教
育
振
興
機

　

構  

子
ど
も
ゆ
め
基
金
部  

助
成
課

　
０
３
（
５
７
９
０
）
８
１
１
７

　
０
３
（
６
４
０
７
）
７
７
２
０

　http://yum
ekikin.niye.go.jp/

　
　

就
職
希
望
の
障
が
い
者
と
求
人
企
業
が
一

堂
に
会
し
、
数
多
く
の
面
接
の
機
会
を
確
保

し
、
障
が
い
者
の
雇
用
の
促
進
を
図
る
こ
と

を
目
的
と
し
た
「
障
が
い
者
就
職
面
接
会
」

℡

　

本
庁
商
工
観
光
課　

商
工
振
興
係

　

０
２
４
１
（
６
２
）
６
２
０
０

　

福
島
県
議
会
議
員
一
般
選
挙
を
次
の
日
程

に
よ
り
行
い
ま
す
。

■
選
挙
告
示

　

平
成
23
年
11
月
10
日
（
木
）

■
投
票
日

　

平
成
23
年
11
月
20
日
（
日
）

■
投
票
時
間

　

午
前
７
時
～
午
後
６
時
ま
で

※
投
票
所
終
了
時
間
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

■
投
票
で
き
る
方

◎
平
成
３
年
11
月
21
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方

◎
平
成
23
年
８
月
９
日
ま
で
に
転
入
届
を
し

　

た
方

■
期
日
前
投
票
に
つ
い
て

　

投
票
日
当
日
、
仕
事
や
旅
行
な
ど
の
都
合

　

に
よ
り
、
投
票
所
で
投
票
で
き
な
い
方
は
、

　

期
日
前
投
票
の
制
度
が
あ
り
ま
す
。

《
期
間
》

　

平
成
23
年
11
月
11
日
（
金
）
～
平
成
23
年

　

11
月
19
日
（
土
）
ま
で

《
時
間
》

　

午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後
８
時
ま
で

《
場
所
》

　

南
会
津
町
福
祉
ホ
ー
ル
２
階
お
よ
び
各
総

　

合
支
所

■
病
院
や
施
設
等
で
の
不
在
者
投
票
に
つ
い

　
て

　
　

不
在
者
投
票
が
で
き
る
施
設
に
指
定
さ

　

れ
て
い
る
、
病
院
・
老
人
ホ
ー
ム
等
に
入

　

院
・
入
所
さ
れ
て
い
る
方
は
、
そ
の
施
設

　

に
お
い
て
不
在
者
投
票
が
で
き
ま
す
。

　
　

不
在
者
投
票
が
で
き
る
施
設
に
指
定
さ

　

れ
て
い
る
、
病
院
・
老
人
ホ
ー
ム
等
に
入

　

院
・
入
所
さ
れ
て
い
る
方
は
、
そ
の
施
設

　

に
お
い
て
不
在
者
投
票
が
で
き
ま
す
。

■
郵
便
に
よ
る
不
在
者
投
票
に
つ
い
て

　
　

身
体
障
害
者
手
帳
・
戦
傷
病
者
手
帳
等

　

を
所
持
し
、
障
害
の
程
度
が
一
定
基
準
以

　

上
の
方
は
、
申
請
に
よ
り
「
郵
便
投
票
証

　

明
書
」
の
交
付
を
受
け
、
自
宅
で
投
票
で

　

き
る
郵
便
に
よ
る
不
在
者
投
票
制
度
が
あ

　

り
ま
す
。
手
続
き
に
つ
い
て
は
、
早
め
に

　

す
ま
せ
て
く
だ
さ
い
。

　
　

ま
た
、
介
護
保
険
の
要
介
護
認
定
５
で

　

在
宅
の
方
も
郵
便
投
票
の
対
象
と
な
り
ま

　

す
の
で
、
該
当
す
る
方
は
選
挙
管
理
委
員

　

会
ま
で
相
談
し
て
く
だ
さ
い
（
要
介
護
認
定

　

５
で
病
院
・
施
設
等
に
入
院
・
入
所
し
て

　

い
る
方
は
、
病
院
等
で
不
在
者
投
票
す
る

　

こ
と
に
な
り
ま
す
。）。

■
そ
の
他

　
　

震
災
や
原
発
事
故
の
影
響
に
よ
り
避
難

　

さ
れ
て
い
る
方
々
の
不
在
者
投
票
、
期
日

　

前
投
票
の
方
法
、
投
票
で
き
る
期
間
・
場

　

所
、
候
補
者
の
情
報
等
に
つ
い
て
は
、
県

　

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確
認
が
で
き
ま
す
。

　
　

な
お
、
詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
、
各
避

　

難
元
の
選
挙
管
理
委
員
会
ま
た
は
南
会
津

　

町
選
挙
管
理
委
員
会
へ
お
問
い
合
わ
せ
く

　

だ
さ
い
。

■
補
助
対
象
経
費
及
び
補
助
金
の
額

①
施
設
補
助
型
企
業

　

施
設
や
設
備
に
係
る
施
設
整
備
費
で
、
補

　

助
対
象
事
業
費
の
２
分
の
１
以
内
、
上
限

　

額
２
０
０
万
円

②
雇
用
奨
励
型
企
業

　

新
規
町
内
正
規
雇
用
者
に
係
る
経
費
で
、
１

　

人
当
た
り
１
２
０
万
円
、
上
限
額
６
０
０

　

万
円

■
支
払
方
法

　

雇
用
６
か
月
経
過
後
お
よ
び
12
か
月
経
過

　

後
の
２
回
払
い

　

南
会
津
町
が
ん
ば
る
企
業
・
創
業
支
援
事

　

業
補
助
金
交
付
要
綱
に
基
づ
き
、
所
定
の

　

様
式
に
よ
り
申
請
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

※
申
請
書
は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ

　

ン
ロ
ー
ド
で
き
る
ほ
か
、
本
庁
商
工
観
光

　

課
ま
た
は
各
総
合
支
所
振
興
課
で
配
付
し

　

て
い
ま
す
。

※
申
請
の
受
付
お
よ
び
審
査
会
は
、
随
時
行

　

っ
て
い
ま
す
。

福
島
県
議
会
議
員
一
般
選
挙

　
　
　
　
　

 　
　

の
執
行
に
つ
い
て

労
働
時
間
適
正
化
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

の
お
知
ら
せ

東
北
税
理
士
会
田
島
支
部
か
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

の
お
知
ら
せ

東
日
本
大
震
災
に
係
る

　
　
　
　
　
　

労
災
請
求
の
お
知
ら
せ

が
ん
ば
る
企
業
・
創
業
支
援
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　

の
お
知
ら
せ

子
ど
も
ゆ
め
基
金 

平
成
24
年
度

　
　
　
　

助
成
活
動
募
集
の
お
知
ら
せ

平
成
23
年
度
障
が
い
者
就
職
面
接
会

　

（
会
津
若
松
会
場
）
開
催
の
お
知
ら
せ

陸
上
自
衛
隊
高
等
工
科
学
校

　
　
　
　
　
　

生
徒
募
集
の
お
知
ら
せ

℡

℡ ℡

問

問 問問

申

Ｆア

ア ア

問

℡

℡

場

場

日

日

日 問

問 問問

℡

℡ ℡℡
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新
し
い
福
島
県
版
の
電
話
帳
を
各
ご
家
庭
や

事
業
所
へ
お
届
け
し
ま
す
。

　

現
在
お
使
い
の
電
話
帳
は
、
お
届
け
の
際

に
回
収
し
ま
す
の
で
、
配
達
員
に
お
渡
し
く

だ
さ
い
。
回
収
し
た
古
電
話
帳
は
、
地
球
環

境
保
護
や
資
源
の
有
効
活
用
の
た
め
、
新
し

い
電
話
帳
の
原
材
料
と
な
り
ま
す
。

　

な
お
、
不
在
等
で
配
達
員
に
古
い
電
話
帳

を
渡
せ
な
か
っ
た
場
合
、
後
日
あ
ら
た
め
て

回
収
に
伺
い
ま
す
の
で
、
左
記
「
タ
ウ
ン
ペ

ー
ジ
セ
ン
タ
」
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

タ
ウ
ン
ペ
ー
ジ
セ
ン
タ
（
平
日
午
前
９
時

　

～
午
後
５
時
）

　

０
１
２
０
（
５
０
６
）
３
０
９

　
林
退
共
で
は
、
林
退
共
制
度
に
加
入
し
て

い
た
が
、
退
職
金
を
ま
だ
受
け
取
っ
て
い
な

い
方
を
探
し
て
い
ま
す
。
以
前
、
林
業
の
仕

事
を
し
て
い
た
が
、
林
退
共
に
加
入
し
て
い

た
か
分
か
ら
な
い
方
も
お
調
べ
し
ま
す
の
で
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
東
日
本
大
震
災
で
罹
災
さ
れ
た
共

済
契
約
者
お
よ
び
被
共
済
者
の
皆
さ
ま
に
対

し
、
各
種
手
続
き
（
共
済
手
帳
の
紛
失
、
退

職
金
の
請
求
等
）
の
必
要
が
生
じ
た
場
合
は
、

速
や
か
に
対
応
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
の

で
、
共
済
事
業
本
部
へ
お
問
い
合
わ
せ
、
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

　

林
業
退
職
金
共
済
事
業
本
部

　

０
３
（
５
４
０
０
）
５
４
４
３

　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時

　

南
会
津
保
健
福
祉
事
務
所

　

０
２
４
１
（
６
３
）
０
３
０
５

　

う
つ
病
の
方
と
の
接
し
方
の
基
本
を
学
ぶ

と
と
も
に
、
日
ご
ろ
の
気
持
ち
を
話
し
合
っ

て
い
た
だ
く
場
と
し
て
、「
家
族
の
た
め
の
う

つ
病
教
室
」
を
開
催
し
ま
す
。

　

う
つ
病
の
治
療
を
受
け
て
い
る
方
の
ご
家

　

族
で
、
左
記
の
2
回
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
参

　

加
で
き
る
方

　
（
第
１
回
）

　

平
成
23
年
11
月
21
日
（
月
）　

午
後
１
時
30

　

分
～
午
後
３
時
30
分

　
（
第
２
回
）

　

平
成
23
年
12
月
９
日
（
金
）　

午
後
１
時
～

　

午
後
４
時

　

福
島
県
南
会
津
保
険
福
祉
事
務
所

　

精
神
科
医
師
・
心
理
士
・
保
健
師
に
よ
る

　

う
つ
病
に
つ
い
て
の
お
話
と
参
加
家
族
同

　

士
の
交
流

　

南
会
津
保
険
福
祉
事
務
所
に
電
話
で
お
申

　

し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

南
会
津
保
険
福
祉
事
務
所
保
健
福
祉
課

　

０
２
４
１
（
６
２
）
０
３
０
５

　

Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本
で
は
、
12
月
中
に
順
次
、

　

記
に
電
話
し
て
く
だ
さ
い
。

　

０
２
４
（
５
３
３
）
７
７
７
０

 

悩
み
や
不
安
を
ひ
と
り
で

　
　
　
　
　

抱
え
込
ん
で
い
ま
せ
ん
か
　

　

南
会
津
保
健
福
祉
事
務
所
で
は
、
精
神
科

医
師
に
よ
る
「
心
の
健
康
相
談
」
を
実
施
し

て
い
ま
す
。
相
談
は
無
料
で
秘
密
は
厳
守
さ

れ
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

11
月
16
日
（
水
）、
12
月
21
日
（
水
）  

　

午
後
１
時
30
分
～
午
後
３
時
30
分

　

南
会
津
保
健
福
祉
事
務
所

　

予
約
制
で
す
の
で
、
事
前
に
南
会
津
保
健

　

福
祉
事
務
所
ま
で
電
話
で
申
し
込
ん
で
く

　

だ
さ
い
。

　

無
料

　

南
会
津
保
健
福
祉
事
務
所

　

０
２
４
１
（
６
３
）
０
３
０
５

保
健
師
に
よ
る
相
談
も
実
施
し
て
い
ま
す

　

南
会
津
保
健
福
祉
事
務
所
で
は
、
保
健
師

が
悩
み
を
抱
え
て
い
る
方
の
相
談
に
応
じ
て

い
ま
す
。
朝
に
な
る
と
お
腹
が
痛
く
な
る
、

学
校
や
職
場
に
行
け
な
い
、
部
屋
に
引
き
こ

も
り
が
ち
だ･･･

な
ど
の
悩
み
を
持
っ
て
い
る

方
や
そ
の
家
族
の
方
の
相
談
を
お
受
け
し
て

い
ま
す
。
個
人
の
秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
の

で
、
安
心
し
て
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

ま
ず
は
電
話
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

月
曜
日
～
金
曜
日
（
祝
日
除
く
）

■
事
業
期
間

　

平
成
24
年
３
月
31
日
（
土
）
ま
で

■
補
助
額
上
限
（
１
人
当
た
り
）

　

宿
泊
費
１
泊
７
，０
０
０
円
（
７
泊
ま
で
。）、

　

体
験
活
動
費
等
５
，
０
０
０
円
（
交
通
費

　

を
含
む
。）、　

保
険
料
１
，
０
０
０
円

　

実
施
日
の
10
日
前
ま
で
に
、
取
扱
旅
行
会

　

社
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
取
扱
旅
行
会
社
は
、
県
教
育
庁
社
会
教
育

　

課
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　

県
教
育
庁
社
会
教
育
課

　

０
２
４
（
５
２
１
）
７
７
９
９

　

http://w
w

w.syakai.fks.ed.jp/

　

南
会
津
町
商
品
券
連
合
会
発
行
の
プ
レ
ミ

ア
ム
絆
商
品
券
は
、
平
成
23
年
11
月
30
日
で

利
用
期
間
が
終
了
と
な
り
ま
す
。

　

期
間
終
了
後
は
、
利
用
で
き
ま
せ
ん
の
で
、

ま
だ
手
元
に
お
持
ち
の
方
は
お
早
め
に
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

　

本
庁
商
工
観
光
課 

商
工
振
興
係

　

０
２
４
１
（
６
２
）
６
２
０
０

　

福
島
県
弁
護
士
会
で
は
、
東
日
本
大
震
災

後
、
地
震
や
津
波
、
原
発
事
故
に
よ
る
被
災

者
の
支
援
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
お
り
、

現
在
、
左
記
の
支
援
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

①
震
災
・
原
発
無
料
電
話
相
談

　

震
災
・
原
発
で
被
災
さ
れ
た
方

■
受
付
時
間

　

平
日
午
後
２
時
～
午
後
４
時

　

０
２
４
２
（
２
７
）
２
５
２
２

※
相
談
は
無
料
で
す
が
、
通
話
料
は
か
か
り

　

ま
す
。

②
震
災
・
原
発
無
料
面
談
相
談
（
予
約
制)

　

震
災
・
原
発
で
被
災
さ
れ
た
方

　

福
島
、
二
本
松
、
郡
山
、
白
河
、
会
津
若

　

松
、
い
わ
き
、
相
馬
の
７
か
所

　

平
日
の
午
前
10
時
か
ら
午
後
４
時
ま
で
に
、

　

左
記
へ
電
話
で
予
約
し
て
く
だ
さ
い
。

　

０
１
２
０
（
７
０
０
）
７
９
１
（
フ
リ
ー

　

ダ
イ
ヤ
ル
）

※
相
談
場
所
や
相
談
日
時
な
ど
は
、
予
約
の

　

際
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

③
原
子
力
発
電
所
事
故
被
害
者
救
済
支
援
セ

　

ン
タ
ー

　

原
発
事
故
で
被
災
さ
れ
た
方

　

原
発
事
故
の
被
害
者
救
済
を
支
援
す
る
た

　

め
、
弁
護
士
を
紹
介
し
ま
す
。
セ
ン
タ
ー

　

が
紹
介
し
た
担
当
弁
護
士
に
、
依
頼
者
が

　

連
絡
し
て
予
約
し
、
担
当
弁
護
士
の
事
務

　

所
で
相
談
等
を
行
い
ま
す
（
相
談
は
３
回

　

ま
で
無
料
で
す
。）。

　

平
日
の
午
前
10
時
か
ら
午
後
３
時
に
、
左

　
（
社
）
日
本
損
害
保
険
協
会
東
北
支
部
で
は
、

交
通
事
故
に
遭
わ
れ
た
方（
被
害
者･

加
害
者
）

の
相
談
に
、
専
門
の
相
談
員
が
無
料
で
応
じ

て
い
ま
す
。

■
無
料
相
談

　

月
曜
日
～
金
曜
日
（
祝
日
除
く
）

　

午
前
９
時
～
正
午
、
午
後
１
時
～
午
後
５
時

■
無
料
弁
護
士
相
談
会
（
要
予
約
）

　

11
月
24
日
（
木
） 

　

12
月
８
日
（
木
）、
12
月
22
日
（
木
）

　

１
月
12
日
（
木
）、
１
月
26
日
（
木
）

　

２
月
９
日
（
木
）、
２
月
23
日
（
木
）

　
（
社
）
日
本
損
害
保
険
協
会
東
北
支
部　
　

　

郡
山
自
動
車
保
険
請
求
相
談
セ
ン
タ
ー

　

０
２
４
（
９
３
３
）
４
８
５
０

　

子
ど
も
が
自
然
体
験
活
動
な
ど
に
取
り
組

む
際
の
費
用
を
補
助
す
る
「
ふ
く
し
ま
っ
子

体
験
活
動
応
援
事
業
」
の
実
施
期
間
が
、
来

年
３
月
末
ま
で
延
長
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

　

な
お
、
９
月
末
ま
で
に
応
援
事
業
を
利
用

し
た
団
体
で
も
、
10
月
以
降
再
び
補
助
が
受

け
ら
れ
ま
す
。

　

幼
児
・
小
中
学
生
の
参
加
が
５
名
以
上
の

　

団
体
（
引
率
者
も
基
準
に
よ
り
補
助
）

　

県
内
で
実
施
す
る
自
然
体
験
活
動
や
交
流

　

体
験
活
動
な
ど
の
費
用
を
補
助

場内内 ℡℡

℡

℡

日

日

日

問

申申

申

対

対

対対対

申

申

場

内 場

料℡

℡

℡℡

℡

℡ ℡

問

問

問問

問

問 問

心
の
健
康
相
談
の
お
知
ら
せ

無
料
弁
護
士
相
談
会
の
お
知
ら
せ

福
島
県
弁
護
士
会
か
ら
の
お
知
ら
せ

Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本
発
行
の
電
話
帳
の

　
　
　
　
　

配
付
と
回
収
の
お
知
ら
せ

ふ
く
し
ま
っ
子
体
験
活
動
応
援
事
業

　
　
　
　

実
施
期
間
延
長
の
お
知
ら
せ

プ
レ
ミ
ア
ム
絆
商
品
券
の

　
　
　
　
　
　
　

利
用
期
間
に
つ
い
て

家
族
の
た
め
の
う
つ
病
教
室

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

の
お
知
ら
せ

林
業
退
職
金
共
済
制
度
（
林
退
共
）

　
　
　
　
　
　
　
　

か
ら
の
お
知
ら
せ

ア

平成２４年７月１日から 従業員数100人以下の事業主の皆さま

 改正育児・介護休業法が全面施行されます！！

　男女ともに、仕事と家庭の両立ができる働き方の実現を目指し、平成２１年に育児･介
護休業法が改正されました。
　平成２４年７月１日から、これまで適用が猶予されていた下記の１～３の制度が、従
業員数が１００人以下の事業主にも適用になります。

　事業主は、３歳に満たない子を養育する従業員について、従業員が希望すれば利用で
きる、短時間勤務制度を設けなければなりません。

　３歳に満たない子を養育する従業員が申し出た場合には、事業主は、所定労働時間を
超えて労働させてはなりません。

　要介護状態にある対象家族の介護その他の世話を行う従業員は、事業主に申し出るこ
とにより、対象家族が１人であれば年に５日まで、２人以上であれば年に１０日まで、
１日単位で休暇を取得することができます。

★適用猶予されていた上記１～３以外の改正部分（育児休業の改正や子の看護休暇の拡

　充など）については、すでに平成２２年６月３０日から施行されているところです。

１ 育児短時間勤務制度（所定労働時間の短縮措置）

２ 所定外労働の免除

３ 介護休暇

■育児・介護休業等に関するお問い合わせは ･･･　福島労働局雇用均等室　℡ 024－536－4609
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11・12 月の健診（検診）のご案内

11・12 月の日曜当番医

１１月１３日 長谷川医院 TEL 0241-62-0032

　　　 ２０日 馬場医院 TEL 0241-62-0141

　　　 ２７日 なかやクリニック TEL 0241-73-2036

１２月　４日 小野木クリニック TEL 0241-76-7780

　　　 １１日 愛輝診療所 TEL 0241-78-8688

　　　 １８日 あべクリニック TEL 0241-62-8733

　　　 ２５日 みなみあいづ眼科 TEL 0241-63-3011

　　 ※ 午前中のみの診察ですのでご注意ください。

■保健事業に関するお問い合わせは・・・

　　南会津町保健センター　℡ 0241－62－6180　　　舘岩総合支所町民課　　℡ 0241－78－3325

　　伊南総合支所町民課　　℡ 0241－76－7713　　　南郷総合支所町民課　　℡ 0241－72－2225

日 程 健 診 名 受 付 時 間 会 場 対 象 者

１１月２２日 火
乳 幼 児 健 康 相 談

（舘岩･伊南･南郷地域）
9：30 ～ 9：45 伊南会館

平成22年9月～11月生まれ
平成23年3月～ 5月生まれ

１２月　６日 火 ６～８か月児健康相談 13：30～ 13：45
保健センター

（御蔵入交流館内）

平成23年4月～6月生まれ

１２月１５日 木 １ 歳 児 健 康 相 談 13：30～ 13：45 平成22年10月～12月生まれ

◆乳幼児健康診査

※地域の指定のないものは全地域対象です。

※町内に住所のない方で受診を希望される方は
　町保健センターまでご連絡ください。

◆乳幼児健康相談

日 程 健 診 名 受 付 時 間 会 場 対 象 者

１１月１６日 水 ３～４か月児健康診査 12：15 ～ 12：45

保健センター

（御蔵入交流館内）

平 成 2 3 年 7 月 生 ま れ

１１月３０日 水 3歳6か月児健康診査 12：30 ～ 13：00 平 成 2 0 年 5 月 生 ま れ

１２月１４日 水 3歳6か月児健康診査 12：30 ～ 13：00 平成20年6月～7月生まれ

１２月２１日 水 ３～４か月児健康診査 12：15 ～ 12：45 平 成 2 3 年 8 月 生 ま れ

※日程が変更になることがありますので、通知でご確認ください。

　“たんぽぽのつどい”とは、ひきこもり・不登校等の問題を抱えている本人や家族のつどいです。
　朝になるとおなかが痛くなったり、学校を休むことが多い、就職したけど職場に行けなくなって
しまった、部屋に引きこもりがちでどう接したらいいかわからない･･･などで悩んでいませんか？
　同じ悩みをもつ人と出会い、お話しすることで、ご自分のこと、悩みをもつ人やその家族のこと
などをゆっくりと振り返り、少しでも気持ちが軽くなればと思っています。秘密は厳守されます。
いつ？　　　　　１２月１日（木）　午後６時～午後７時３０分　

どんなことを？　講話「親と子の関わり方について」　　講師：臨床心理士

どこで？　　　　南会津保健福祉事務所

　※ 事前に電話での申込みが必要ですので、下記まで連絡してください。

【申込み・問合せ先】　　福島県南会津保健福祉事務所　保健福祉課　　TEL0241－63－0305

「たんぽぽのつどい」のお知らせ
　インフルエンザの予防対策を万全に！

～ 季節性インフルエンザワクチン接種助成について～

　町では、インフルエンザの流行を防ぐため、高齢者の季節性インフルエンザ予防接種希
望者に対し、予防接種に要する経費の一部を助成します。
　　※新型インフルエンザ（Ａ／Ｈ１Ｎ１）は、通常の季節性インフルエンザとしての取り   
　　　扱いとなりました。

対象者：①接種日に65歳以上の町民
　　　　②接種日に満60 ～ 64歳で、ペースメーカー装着、人工透析、呼吸器疾患等で
　　　　　身体障害者手帳1級を所持している町民
　　　　※今年度は、乳幼児や小中学生は、助成対象になりません。 

助成額：①一般対象者：1,000円
　　　　②生活保護受給者：4,000円を限度として実費を助成します。
　　　　※助成は一人1回です。
　　　　※差額は自己負担となりますので、接種時に医療機関で支払ってください。

接種方法：自分で医療機関に予約して、町から発行された「平成23年度インフルエンザ予
　　　　　防接種予診票」を持参して、予防接種を受けてください。

接種期間：平成２３年１１月１日（火）～平成２４年１月３１日（火）

接種医療機関：南会津郡医師会、福島県医師会に加入している医療機関であれば、町内、
　　　　　　　町外を問わず接種が受けられます。

その他：インフルエンザの予防接種を受けても、確実に予防できるわけではありません。
　　　　日ごろから、手洗いうがいやマスクの着用等、予防に努めてください。

問い合わせ：町保健センターおよび各総合支所町民課

このコーナーでは、３歳６か月児健診で虫歯の
なかったお子さんを紹介します。
今月は 14 人のおともだちがむし歯ゼロでし
た！おめでとうございます。

みんなで目指そう、むし歯ゼロ！むし歯ゼロ

むし歯ゼロで元気な笑顔

星　流
る か

歌くん

（田島）

渡部  達
たつあき

瑛くん

（田島）

月田  里
り お

桜ちゃん

（南郷）

舟木　克
まさる

くん

（田島）

大竹  汐
し お ね

音ちゃん

（田島）

水上  杏
きょうか

佳ちゃん

（南郷）

渡部  暖
ひ な と

仁くん

（田島）

矢口 絢
しゅんじ

二くん(左)、結
ゆ う じ

士くん(右)

（田島）

赤羽 明
あ す き

日希くん

（舘岩）

室井  咲
さ き の

乃ちゃん

（田島）

馬場  翔
しょうた

太くん

（田島）

猪股  柊
と あ

杏ちゃん

（田島）

阿久津 莉乃ちゃん

（田島）

子どもの急な発熱にどう対処したらい
いかわからないなど、夜間の子どもの
急病で困ったときは、

短縮ダイヤル ＃８０００

に電話してください。小児科医師や看
護師が相談に応じてくれます。
午後７時から翌朝８時まで年中無休で
対応してくれます。

短縮ダイヤル  ＃８０００

小児救急電話相談



平成 23年 11 月号　広報みなみあいづ

1617

広報みなみあいづ　平成 23年 11 月号

日 月 火 水 木 金 土

１ ２ ３

４ ５ ６ ７ ８ ９ 10

11 12 13 14 15 16 17

18 19 20 21 22 23 24

25 26 27 28 29 30 31

日 月 火 水 木 金 土

１ ２ ３ ４ ５

６ ７ ８ ９ 10 11 12

13 14 15 16 17 18 19

20 21 22 23 24 25 26

27 28 29 30

新着本紹介のご案内

【児童図書】

まぼろしの大陸へ　　　　　池田　まき子　著

アフガニスタンの少女マジャミン

　　　　　　　　　　　長倉　洋海　写真・文

１４歳からの原発問題　　　　雨宮　処凛　著

妖精のぼうし、おゆずりします。

　　　　　　　　　あんびる　やすこ　作・絵

チョッキー　　　　　ジョン　ウインダム　著

森の音を聞いてごらん　　　池田　あきこ　著

てぶくろチンクタンク　　きもと　ももこ　作

かしのきホテル　　　　　　　　久保　喬　作

【一般図書】

磯野家の相続税　　　　　　　長谷川　裕雅　著

放射能を落とす下ごしらえ　　　　椎名　玲　著

しばわんこの四季の庭　　　川浦　良枝　絵・文

かわいい花のくす玉おりがみ　　布施　知子　著

気がつけばドッキョロージン　　渋沢　幸子　著

カンタ　　　　　　　　　　　　石田　衣良　著

金米糖の降るところ　　　　　　江国　香織　著

人生教習所　　　　　　　　　　垣根　涼介　著

ハロワ！　　　　　　　　　　久保寺　健彦　著

ここから。　　　　　　　　　　　鎌田　実　著

が休館日開館時間：10:00 ～ 18:00検索

クリック！

南会津町図書館

ＨＰもご覧ください！

  12 月の休館日

  11 月の休館日
図書館イベント

インターネット予約をご利用ください

11,12月のイベント

ふれあい懇談会「ようこそ町長室へ」

　町では、町民の参加と協働による暮らしやすい地域社会を築くため、まちづくりの主役である町民

の皆さんから身近な問題やまちづくりに関する提言･意見などをお聞きし、地域の課題解決や町政に

反映させたいと考えています。

　町民の方や町に縁のある個人や団体であれば、どなたでも参加できます。

　今回は、下記日程により実施いたしますのでお気軽にお申し込みください。

■実施日と場所

　１１月２４日（木）　  ９：００～１１：００　南郷総合支所

　１１月２４日（木）１３：００～１５：００　舘岩総合支所

　　※来月は、本庁、伊南総合支所で実施する予定です。

■申込み・問合せ先（事前申し込みが必要です）

　午前実施分 ･･･ 南郷総合支所振興課企画観光係　TEL ０２４１ー７２ー２９００

　午後実施分 ･･･ 舘岩総合支所振興課企画観光係　TEL ０２４１ー７８ー３３３０

町民の皆さんの声を 町政に活かします！

《わくわくとしょかんワーク》

　１１月のイベントは『親子映画会』です。

　■日　時　　１１月１２日（土）午前１１時～　

　■場　所　　御蔵入交流館多目的ホール

　■上映作品　トムとジェリー

　　※申込みは不要です。直接会場にお越しください。

コンピュータシステムの更新により、インターネット予約が便
利になりました。http://okura.minamiaizu.org/library/index.
html から「図書館蔵書検索システム」のバナーをクリックし
て予約をご利用ください。利用に必要なパスワードは図書館カ
ウンターで発行します。利用者カードをご持参のうえ、パスワー
ドの交付を受けてください。

南会津町図書館　℡ 0241-62-5522

　「美容と健康づくり」をモットーに、スポーツ

民踊愛好会を設立して３５年、この間全国スミセ

イ（住友生命）健康財団賞を２度も受賞できたこ

とが会の誇りです。

　今では会員も高齢化し、会員数も減少しつつあ

りますが、県の発表会に毎年参加したり、地域の

イベントやチャリティーに参加しているほか、入

居者の笑顔を楽しみに、敬老会や誕生会など年間

８回老人ホーム慰問を行っています。

　また、週１回の練習のほかにお茶会などを開き、

会員相互の語らいを大切にしています。

　会員一人ひとりが思いやりを持ちルールを守

ることで、３５年という長い間活動を継続できま

した。今後も大切な会をなくさないようがんばっ

ていきたいと思います。

　一緒に健康づくりに参加される方をお待ちし

文化団体の紹介⑲

伊南ホーム慰問の際の１コマ

ています。

練習日：毎週月曜日

会　場：伊南会館

連絡先：馬場二三子（TEL 0241-76-2341）

伊南スポーツ民踊愛好会

名作こども映画会　文部科学省選定・宮沢賢治原作「風の又三郎」
■日     時　１１月２７日（日）　 １０：３０開演（１０：００開場）

■入 場 料　５００円　（全席自由） ※子どもの安全を守るため、子どもに付添いの保護者は無料です。  

■主 催　守屋教育映画

■問い合わせ　教育委員会生涯学習課　℡０２４１-６２-６３１１
　

三遊亭円楽・林家木久扇 二人会
■日     時　１１月２０日（日）　 １４：００開演（１３：３０開場）

■入 場 料　３，０００円　（全席指定）   

■主 催　南会津町文化ホール運営委員会、教育委員会生涯学習課

■問い合わせ　教育委員会生涯学習課　℡０２４１-６２-６３１１
　

唄と踊りのチャリティー交流発表会
■日     時　１２月１１日（日）　 ９：３０開演（９：００開場）

■入 場 料　無　料 （全席自由）   

■主 催　田島カラオケ愛好会

■問い合わせ　田島カラオケ愛好会（渡部　清 ℡ 0241-66-2370　星 喜美雄 ℡ 0241-62-5650）
　

フランツ・リスト生誕２００年記念公演　

　御蔵入交流館文化ホールの顔ともいえる『ベヒシュタインピアノ』は、あのフランツ・リストのお気に入りのピ

アノとしても有名です。今年はリスト生誕 200 周年ということでの特別企画です。

　第１部　音楽劇「リスト物語」　　リストの生涯をリストの楽曲にのせて演じます。音楽と演劇のコラボレーション。

　第２部　ベヒシュタインピアノコンサート　居福健太郎リサイタル(東京芸術大学音楽学部附属音楽高等学校非常勤講師)

■日     時　１２月１８日（日）　 １３：３０開演（１３：００開場）

■入 場 料　大人５００円　高校生以下無料  （全席自由）   

■主 催　南会津町文化ホール運営委員会、南会津町教育委員会

■問い合わせ　教育委員会生涯学習課　℡０２４１-６２-６３１１
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まちの文芸

　「ふるさと賛歌」 
千葉県市原市　渡部　林二　

　高校卒業後、ふるさとを離れて早や 50 年以上も
経ちました。我がふるさとは七ヶ岳を真正面に仰ぎ、
周辺に荒海川や日光街道に沿う山間の集落です。
　子供の頃は、今の様に遊具やゲーム機もない時
代でしたので、よく川遊びや山野草採りなどに興
じました。川遊びでは、近所の子供達と共に川を
プール代わりに水泳や水遊びをしたり、手掴みや
手製のガラス箱とヤスで魚を捕って、獲物を捕る
楽しみを味わいました。山野草採りは、春はゼンマ
イやシオデなど、秋はきのこ狩りや栗拾いなどで
す。中でも「シオデ」は山のアスパラで、「山菜の王」
とも云われ、その味は格別で今でも忘れることが
できません。
　冬は深い雪に覆われますが、手製のソリ遊びや
雪合戦など、遊びには事欠きませんでした。思えば、
ふるさとは自然豊かで、田島地区では沢山の縄文
土器が出土していることから、５千年の昔より自
然に恵まれた人の営みに快適な地であったと思わ
れます。
　ふるさとを離れて社会人になってからも、盆暮
等の休みには家族を連れてよく里帰りをしました。
帰ると遊び仲間は勿論、近所の人達にまで「林二
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帰ったのか」と声を掛けられ、忽ち宴会の始まり
でした。田舎では、家々の間に垣根がなく、まる
で我が子が帰った様な歓待振りでした。都会生活
では考えられない人々の温かさや地域力を感じざ
るをえませんでした。
　田舎の家では、好物の野菜の煮付け、漬物、納
豆等用意して待ってくれていますが、単に「おふ
くろの味」と云うだけでなく、納豆等は新鮮な空
気や水から来る味が加わっているとしか思えてな
らない味です。
　ふるさと南会津は、このように自然の厳しさと
恵み、人を育てる地域力がある所と思われます。
町村合併後、田島、舘岩、
伊南、南郷の４地区を見
て回りましたが、環境は
大 変 よ く 似 て お り ま す。
多くの人々がこの南会津
のふるさとを離れて社会
人となっていますが、ふ
るさとは我々のかけがえ
のない宝なのです。

渡部 林二さん（中荒井出身）

このコーナーではふるさと南会津会の会員の皆さんなど

南会津出身の方に昔の思い出や故郷への思いなどを寄稿

いただいたものを紹介します
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山菜おこわ
【作り方】
①  もち米は良く研いで一晩水につけておき、こ
　  れをざるに上げて水を切ります。

②  山菜の水煮ときのこの水煮の水を切っておき
　  ます。

③  油揚げを湯通しして、食べやすいように小さ
　  く切ります。

④  人参は皮をむき、３㎝長さのせん切りにします。

⑤  全部の材料を合わせて油で炒め、分量の醤油、
　  酒、みりん、塩を入れて味をつけます。

⑥  蒸し器の下段に水を入れて火にかけ、蒸し器
　  の上段に敷き布を敷き、米を入れて敷き布を
　  全体にかけ、下段が沸騰したら上に載せます。

⑦  ２５分程度蒸し、菜箸で蒸し具合を見ます。
　  （菜箸をさしてザクザクいわないこと）

⑧  一回鍋をおろして、これに⑤の具と具汁を混
　  ぜてもう一度１５分蒸します。

⑨  最後に菜箸をさして蒸し加減を見て火からお
　  ろし、ボウルに移します。

【材　料】
もち米 １升、山菜水煮 ５００ｇ、きのこ
の水煮 １６０ｇ、人参 １５０ｇ、油揚げ
６枚、醤油  １６０㏄、酒  大さじ３、みり
ん  大さじ３、塩  小さじ１、油  大さじ３

山菜やキノコは塩漬けして保存しておき、
食料の少ない冬期間など食べる時に塩出
しをして調理しました。もち米に加えて
蒸して作ったおこわは、お客様が来たと
きや特別な時に作って食べました

今回の先生は、馬場イネ子さん（鎌倉崎）です




